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研究成果の概要（和文）：本研究では、職場で感謝されたり褒められたりした際の脳神経活動を、近赤外線分光
法（NIRS）で定量化することを目的とした。共に働いた経験のある健常成人を計10組20名募集した。実験では2
名が向かい合って座り、聞き手と読み手を交互に担当した。読み手は聞き手に対し、感謝を感じた出来事や長所
を褒める手紙、および対照刺激として中立的な台詞を読んだ。聞き手にNIRS装置を装着させ、酸素化ヘモグロビ
ン濃度変化を測定した。結果、感謝・褒めの手紙を聞いた際の方が対照刺激と比べ、ベースラインからの変化が
統計学的に有意に大きかった。さらに実験の前後で、怒り-敵意など5種のネガティブな気分が統計学的に有意に
減少した。

研究成果の概要（英文）：We designed an experiment using NIRS (near-infrared spectroscopy) to monitor
 brain function while listening to his/her coworker speaking. We hypothesized that listening to a 
letter of gratitude read aloud by them would have different effects on prefrontal cortex activity 
than listening to a conversation about a neutral topic. We recruited 10 pairs of healthy employees. 
They wrote a letter of gratitude to their peer before the experiment. In the experiment, each pair 
sat face-to-face and read their letters aloud to each other. Changes of mood state were also 
evaluated. NIRS was measured in each participant while they listened to their peers in the 
experimental condition (gratitude letter) and control condition (talking about the weather). There 
were interaction effects between conditions and periods. Negative mood state decreased after the 
experiment. Our findings suggested that experience of being thanked was accompanied by prefrontal 
cortex activation.

研究分野： 産業精神医学・宇宙医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
職場で感謝されたり褒められたりすることで、対人関係が円滑になるに留まらず、モチベーション維持やパフォ
ーマンス向上に繋がると報告されている。一方、これまで様々な条件下での神経画像研究が実践されてきたが、
実在の職場の人間関係の中で感謝されたり褒められたりした際の脳神経活動を計測した例は存在しなかった。本
研究で得られた結果の解釈にはさらなる裏付けが必要であるが、社会的相互作用が人にもたらす影響に対して
NIRSを用いて神経生理学的な観点からのアプローチを試みた。そのための新たな方法論を提示できた点で、本研
究は学術的な意義が大きいと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
労働者が仕事で強いストレスを感じている事柄の中で、「対人関係の問題」は大きな割合を締

めている（厚生労働省, 2018）。対人関係によるストレスが労働者のパフォーマンスの低下や社
会経済的損失をもたらしている可能性もある。一方で、人と人との関係性は必ずしもストレスだ
けを生み出すものではない。相手を褒めたり感謝の気持ちを伝えたりする行為は、職場の対人関
係を円滑にし、受け手の仕事に対する自信や満足度を高め、Well-being を実現するものとして
注目されている（Lawler, 2001. Wood, 2010. ）。対人関係の中における褒めや感謝の重要性は古
くから認識されてきたが、ポジティブ心理学（Seligman, 2002）が起こった 2000 年代ごろから
特に研究が盛んになっている。 
心理学だけでなく、fMRI（functional magnetic resonance imaging, 機能的磁気共鳴画像法）

や PET（positron emission tomography, 陽電子放出断層撮影法）といった脳機能イメージング
技術を用いた脳科学の分野からも研究が進んでいる。例えば、社会的報酬（他者からの承認、信
頼、尊敬など）が、給与などから得られる金銭的報酬と同様に、報酬系を司る線条体を活性化さ
せる現象が観察されている（Izuma, 2008）。ただし、fMRI や PET の実験では被験者が横たわ
って固定される必要があり、コストも高いといった弱点がある。人と人とが対面する実験系は
fMRI や PET では困難である。 
他方、NIRS（near-infrared spectroscopy, 近赤外線分光法）はそれを可能にする脳機能イメ

ージング装置の一つである。NIRS は近赤外線を被験者の頭部に照射し、反射される光を検出す
ることで、脳表面の血液中のヘモグロビン濃度の相対的な変化を測定し、外部からの刺激を受け
た際の脳活動の変化を非侵襲的に推定することができる。NIRS の装置は持ち運びできるほどの
大きさであり、被験者の身体を固定する必要もなく、座位で実験を受けることができ、発話も可
能であるなど、柔軟性が高い。この NIRS の利点を活かして、社会的相互作用の研究で様々な実
験系が試されている。例えば Suda ら（2010）は NIRS を用いて面接者と被験者が向かい合っ
て中立的な会話（食べ物に関するもの）をした際の酸素化ヘモグロビンの変化を報告した。 
  
２．研究の目的 
 本研究の目的は、中立的なコミュニケーションを受けた際と比較し、褒めや感謝といったポジ
ティブなコミュニケーションを対面で受けた際の脳活動の変化と区別できるかを試すことにあ
った。この目的の達成のために、NIRS を用いた新たな実験デザインを開発し、実際に共に働い
ている（あるいは働いたことのある）２名１組の被験者を募集し、褒めや感謝の言葉を聞いた際
の脳活動の変化を評価した。過去の NIRS を用いた研究例では、視覚や聴覚によるポジティブ
な刺激が、ネガティブあるいは中立的な刺激とは異なる変化を示したとの報告がある（Hoshi, 
2011）。このため、今回の実験でも異なる変化を示すものと想定した。 
 
３．研究の方法 
（１）研究デザイン：２つの条件下での対照実験（NIRS）。および前後比較実験（POMS 2）。 
（２）対象者：右利きの健常成人労働者で、現在共に働いているか、過去に共に働いた経験があ
る２名１組。研究代表者が所属する大学で、講演やイントラネットを通じて被験者を募集した。
すべての被験者からインフォームドコンセントを書面で取得した。本研究は筑波大学医学医療
系医の倫理委員会の承認を得て実施した。 
（３）評価項目：酸素化ヘモグロビンと脱酸素化ヘモグロビン（NIRS）。気分状態（POMS 2）。 
（４）実験の概要：実験に先立ち、ペアの相手に手紙を書いた。実験ではペア同士が向かい合っ
て座り、一方がそれを読み上げた。それを聞いている側の変化が NIRS によって測定された。 
 
刺激提示：実験一週間前に、被験者２名１組に対し、ペアの相手宛てに手紙を書き、実験当日

に持参するように依頼した。手紙の内容は実験で用いるまで、相手には秘匿することとした。手
紙は以下の教示文それぞれに１～２文で答える形で書いてもらった。教示文はマクゴニガル
（2016）を基に作成した。 
 ① あなたがありがたいと感じた、 相手の行動を評価してください。 
 ② 相手がしてくれた行為がなぜ大事だったのか、説明してください。 
 ③ 相手がしてくれた行為から分かる「その人の性格や長所」を言いましょう。  
 ④ 相手との関係にコミットする（相手に約束できる）ことを言いましょう。 
 一例として、被験者の一人（部下）がペアの被験者（上司）に宛てて書いた手紙を以下に示す。
ただし参加者が特定されないように一部を変更している。 
 ① どうしたらいいか分からなかったとき、すばやく対応してくれた。 
 ② やるべきことを教えてくれて、不安を取り除いてくれた。 
③ 常に相手を安心させてくれる、思いやりとやさしさに溢れた人だ。 
④ 自分の持っている知識や経験を最大限に発揮し、これからもお役に立ちたいと思う。 

 



 手紙と対照となる中立的な刺激として、
天気や日時に関する台詞を研究者が用意し
た。その一例を示す。 
① 今日は晴れですね。 
② 今月は 7月ですね。 
③ 今は午後ですね。 
④ 今は夏ですね。 

 
NIRS の測定：実験日に被験者２名１組

が、実験室のテーブルに向かいあって座っ
た（図１）。各被験者は読み手と聞き手を交
互に担当した。聞き手は 22 チャンネルの
functional NIRS 装置（LIGHTNIRS, （株）
島津製作所）を前頭部に装着した。被験者１
名につき、２つの条件下で（手紙を聞く= 
Experimental condition、および中立的な話を聞く = Control condition）それぞれ測定した。
２つの条件のどちらを先に行うかの順番はランダムとした。 
実験当日全体のプロセスを図２（上）に示す。被験者は実験の最初と最後に POMS2 に回答し

た。次に、被験者が手紙を小さなメモに書き写した。次に、研究者が被験者に対して手紙の読み
方の例示を行った。被験者は測定のタイミングを取るための練習を数回行った。次に、刺激を受
けた際の聞き手の NIRS 測定を行った。刺激提示のプロセスは図２（下）に示す。 
 

 

 
気分状態の測定：POMS 2 (Profile of Mood State 2nd Edition, Multi-Health Systems Inc.)

にて 7種類の気分状態を測定した。すなわち、ネガティブな５つの気分：「怒り―敵意」、「混乱
―当惑」、「抑うつ―落ち込み」、「疲労―無気力」、「緊張―不安」と、ポジティブな２つの気分：
「活気―活力」、「友好」である。 
 
統計解析：NIRS の波形の解析に先立ち、1.0Hz のローパスフィルタ、および 5 秒間の移動平

均処理を行った。Baseline period の終了時（Listening period の開始時）を基準点とし、 酸素
化ヘモグロビンの濃度変化がゼロになるよう設定した。 

Experimental condition と Control condition のそれぞれで、Baseline period と Listening 
period の酸素化ヘモグロビン濃度波形の積分値を計算した。そして Baseline period × 
Listening period と、Experimental condition × Control condition とで、反復測定分散分析で
解析した。実験前後の POMS 2 の変化は Student の t 検定で解析した。 
 
 
 
 

図１ 実験風景。左が読み手で、右が聞き手。 

図２ （上）実験当日全体のプロセス。（下）NIRS 測定時の刺激提示のプロセス。 



４．研究成果 
 被験者 10 組 20 名の内訳は男性 14 名、女性 6 名であった。平均年齢は 43.7 歳であった（幅：
26-62 歳）。 
 

 
図３に酸素化ヘモグロビンの濃度変化の 20 名の平均を取った波形を示す。手紙を聞いた際の

反応は赤線で描いており、青線の天気の話を聞いた際の反応よりも全体的に大きな波形を示し
たことが分かった。 

  

  
図４では 22 チャンネルのうち、統計学的に有意な Condition と Period による交互作用を認

めたチャンネル（18,19,20）の結果を示す。手紙を聞いた際の反応（赤線）は、天気の話を聞い
た際の反応（青線）よりもベースラインからの変化が大きかったことが分かった。本研究では、
中立的なコミュニケーションを受けた際と比較し、褒めや感謝といったポジティブなコミュニ
ケーションを対面で受けた際の脳活動の変化に差があることを明らかにできた。 
 ただし、先行研究ではネガティブな刺激の方がポジティブな刺激よりも酸素化ヘモグロビン
の濃度変化が大きかったという報告もある。対面で褒められたり感謝されたりといった経験に
よって、恥ずかしさなど、嬉しさや喜びとは異なる感情が引き起こされている可能性もある。と
は言え、実験の前後で「怒り―敵意」、「混乱―当惑」、「緊張―不安」といったネガティブな気分
状態の点数が減少していた。このため、褒められたり感謝されたりといった経験は、少なくとも
ネガティブには捉えられていないと推測される。 
 本研究には様々な限界点が存在し、結果の解釈にはさらなる裏付けが必要である。とは言え、
これまで様々な条件下での神経画像研究が実践されてきた中で、実在の人間関係の中で感謝さ
れたり褒められたりした際の脳神経活動を計測した例は存在しなかった。本研究は初めてそれ
を実施し、社会的相互作用が人にもたらす影響に対して神経生理学的な観点からのアプローチ
を試みた。そのための新たな方法論を提示できた点で、本研究は学術的な意義が大きいと言える。 
  
 なお、図１，３，４は、Hori (2020)より一部編集して転載した。 
 

図３ 酸素化ヘモグロビンの濃度変化（×103）の波形 

図４ 酸素化ヘモグロビンの濃度変化（×103）の Condition と Period による交互作用 
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